
国
内
外
の
医
療
施
設
で
は
、
電
子
化
に
よ
る
利
便

性
・
省
資
源
性
等
か
ら
医
用
画
像
表
示
用
モ
ニ
タ

（
以
下
医
用
モ
ニ
タ
）
を
使
用
し
た
画
像
診
断
が
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
流
れ
は
ま
す
ま
す
加
速
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
医
用
モ
ニ
タ
の
特

性
は
そ
の
ま
ま
診
断
精
度
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、

医
用
モ
ニ
タ
の
特
性
を
検
証
・
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
内
の
医
療
現
場
で
診
断
に
使

わ
れ
て
い
る
医
用
モ
ニ
タ
の
特
性
管
理
は
、
一
部
の

施
設
を
除
い
て
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
医
用
モ
ニ
タ
の
受
入
試
験
・
不
変
性
試
験
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
①

試
験
の
実
施
工
数
が
膨
大
②
規
格
が
海
外
主
導
で
ま

と
め
ら
れ
、
国
内
医
療
現
場
の
実
態
と
な
じ
ま
な
い

点
が
大
き
い
と
考
え
る
。

こ
の
問
題
点
を
克
服
し
、
医
用
モ
ニ
タ
の
精
度
管

理
を
促
進
す
る
た
め
、
日
本
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
工

業
会
（
以
下
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
の
モ
ニ
タ
診
断
シ
ス
テ
ム

委
員
会
で
、
各
国
規
格
を
尊
重
し
な
が
ら
、
国
内
の

医
療
現
場
で
の
運
用
の
目
安
と
な
る
受
入
試
験
・
不

変
性
試
験
の
実
施
手
順
と
参
考
基
準
を
盛
り
込
ん
だ

「
医
用
画
像
表
示
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ａ‥

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
規

格
）
を
ま
と
め
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る

（
詳
細
はJE

SR
A
X
-0093

を
参
照
の
こ
と
）。

今
回
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
て
日
本
独
自
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
ま
と
め
た
理
由
は
、
①
現
状
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
（Z

4752-2-5

）
は
不
変
性
試
験
の
み
の
規
格
で
あ
り
、

Ｃ
Ｒ
Ｔ
が
対
象
で
液
晶
が
主
流
の
現
状
に
合
わ
な

い
。
②
最
新
のA

m
erican

A
ssociation

of
P
hy-

sicists
in
M
edicine

(A
A
P
M
)
-T
G
18

と
Ｉ
Ｅ
Ｃ

の
規
格
を
基
に
ま
と
め
る
必
要
性
が
あ
る
が
、
最
新

の
関
連
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
制
定
ま
で

に
後
２
年
ほ
ど
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

に
な
る
に
は
さ
ら
に
１
年
程
度
が
必
要
と
思
わ
れ
、

待
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
③
日
本
の
病
院
の
制
度
は
欧

米
諸
国
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
医
学
物
理
士
も
病
院

に
い
な
い
実
情
が
あ
る
。
ま
た
、
読
影
環
境
も
欧
米

の
よ
う
に
整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
欧
米
の
規

格
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
も
運
用
が
困
難
で
あ
る
と

思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
モ
ニ
タ
診
断
シ
ス
テ
ム
委

員
会
で
は
Ｗ
Ｇ
を
作
り
、
日
本
医
学
放
射
線
学
会

（
Ｊ
Ｒ
Ｓ
）
と
日
本
放
射
線
技
術
学
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｒ

Ｔ
）
か
ら
オ
ブ
ザ
ー
バ
を
招
き
医
療
機
関
サ
イ
ド
の

意
見
も
入
れ
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ａ
規
格
と
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
各
国
の
団
体
で
作
成
さ
れ
た

規
格
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
尊
重
し
な
が
ら
、
国
内
の

医
療
現
場
で
無
理
な
く
運
用
で
き
る
よ
う
に
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
試
験
方
法
に
つ
い
て
は
、
規

格
書
を
見
な
く
と
も
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
み
で
運
用

医
用
モ
ニ
タ
の
精
度
管
理

要
旨‥

国
内
外
の
病
院
で
モ
ニ
タ
診
断
が
急
速
に

進
ん
で
お
り
、
医
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
を
促
進

す
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
て
各
国
規
格
を
尊
重
し

な
が
ら
、
医
療
現
場
で
の
運
用
の
目
安
と
な
る

「
医
用
画
像
表
示
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
紹
介
す
る
。

●Summary
Quality Assurance of Medical Image Monitors
Softcopy diagnosis is rapidly increasing in hospitals
worldwide . With the aim of promoting the quality
control of medical monitors and taking into account
the standards of other countries, the Japan Industries
Association of Radiological Systems-JIRA has created
a set of guidelines for application at medical facilities,
called “Quality Assurance (QA) Guideline for Medical
Imaging Display Systems ” This document summa-
rizes these guidelines.

�社
日
本
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
工
業
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

医
用
画
像
シ
ス
テ
ム
部
会
モ
ニ
タ
診
断
シ
ス
テ
ム
委
員
会

委
員
長

田
中

弘
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が
で
き
る
よ
う
、
巻
末
に
付
属
書
と
し
て
示
し
た

り
、
医
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
の
普
及
を
図
る
た

め
、
作
成
し
た
テ
ス
ト
パ
タ
ー
ン
や
標
準
報
告
書
の

様
式
も
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

適
用
範
囲
と
目
的

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
適
用
範
囲
は
、
医
療
機
関
で

モ
ノ
ク
ロ
画
像
を
表
示
し
て
読
影
を
行
う
カ
ラ
ー
及

び
モ
ノ
ク
ロ
の
医
用
モ
ニ
タ
と
し
た
。
医
療
機
関
で

行
わ
れ
る
画
像
診
断
行
為
は
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

管
理
さ
れ
て
い
る
医
用
モ
ニ
タ
で
行
う
こ
と
が
望
ま

し
く
、
ま
た
、
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
医
用
モ
ニ
タ
の

評
価
方
法
と
基
準
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
臨
床

運
用
に
関
し
て
は
日
本
医
学
放
射
線
学
会
か
ら
発
行

さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
取
り
扱
い
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
照
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
目
的
は
、
医
用
モ
ニ
タ
の
品

質
管
理
活
動
を
通
じ
て
、
読
影
精
度
の
維
持
・
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

管
理
グ
レ
ー
ド

管
理
さ
れ
て
い
る
医
用
モ
ニ
タ
を
表
１
の
２
つ
に

分
類
す
る
。

運
用
体
制

医
療
機
関
の
体
制
は
重
要
で
あ
り
、
医
療
機
関
の

長
の
委
託
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
中
に
品
質
維
持
活

表１ 医用モニタの管理グレード

コントラスト応答

κδ（％）

≦±１５

≦±３０

輝度比

Lmax÷Lmin

≧２５０

≧１００

最大輝度

Lmax（cd/m２）

≧１７０

≧１００

管理グレード

１

２

表２ 受入試験の確認項目と判定基準

確認項目

計算式

解像度

フリッカー

クロストーク

ビデオアーチファクト

カラーアーチファク

ト：CRTのみ

｛（Lmax-Lmin）÷

（Lmax+Lmin）｝×

２００

１８ポイント測定のκδ

Lmax

｛（Lmax１－Lmax２）

÷Lmax２｝×１００

Lmax÷Lmin

｛（u’１－u’２）２＋（v’１－
v’２）２｝１／２

｛（u’m１－u’m２）２＋
（v’m１－v’m２）２｝１／２

※ ［ ］はTG１８テストパターンを表示できないときの代替テスト方法を示す。（Cxパター

ンの評価は行わない）

※ Lmax、Lmin については試験項目ごとに異なった意味を持っている。詳細については

JESRA規格を参照すること。

判定基準

グレード２

≧１k×１k

１６（１１）段階のパッチの

輝度差が明瞭に判別でき

ること。

５％９５％パッチが見える

こと。

基準臨床画像の判定箇所

が問題なく見えること１。

滑らかな単調連続表示で

あること。

画面全体が確認できて直

線性が保たれているこ

と。

X/Yのアスペクト比が

適切なこと。

０≦Cx≦４

ナイキストラインが見え

ること。

アーチファクトが確認で

きないこと。

≦３０％

≦±３０％

≧１００cd/m２

マルチモニタ間≦１０％

≧１００

－

グレード１

≦±１５％

≧１７０cd/m２

≧２５０

画面内≦０．０１

マルチモニ

タ間≦０．０１

テストパターン

測定器

TG１８-QC

［SMPTE］

基準臨床画像

TG１８-QC

［８bit 以上のグ

レースケール］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-UNL８０

［全白］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-UNL８０

［全白］

輝度計

TG１８-LN

［相当パターン］

輝度計

TG１８-UNL８０

［全白］

色度計

分 類

仕様

全体評価

グレースケール

幾何学的歪み：

CRTのみ

解像度：

CRTのみ

アーチファクト

輝度均一性

コントラスト応答

最大輝度

輝度比

色度

判定

方法

仕様

目視

測定
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動
全
般
の
業
務
を
行
う
品
質
保
証
委
員
会
（
仮
称
）

を
設
置
し
、
品
質
管
理
に
関
す
る
業
務
は
品
質
保
証

委
員
会
（
仮
称
）
の
権
限
・
責
任
で
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
く
、
品
質
保
証
委
員
会
（
仮
称
）
は
モ
ニ

タ
品
質
管
理
者
を
任
命
す
る
。

モ
ニ
タ
品
質
管
理
者
は
品
質
維
持
に
関
す
る
手
順

の
作
成
、
試
験
実
施
者
へ
の
訓
練
、
記
録
の
保
管
、

結
果
に
対
す
る
評
価
、
改
善
な
ど
の
業
務
を
行
う
。

モ
ニ
タ
品
質
管
理
者
は
医
用
モ
ニ
タ
の
受
入
試
験
・

不
変
性
試
験
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
医
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
に
関
す
る
業
務
の

一
部
は
、
医
療
機
関
外
部
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

試
験
方
法
と
基
準
値

診
断
に
必
要
な
医
用
モ
ニ
タ
の
表
示
能
力
を
保
証

し
安
定
に
保
つ
た
め
、
医
用
モ
ニ
タ
は
受
入
試
験
と

不
変
性
試
験
を
実
施
し
て
履
歴
を
残
し
、
定
め
ら
れ

た
期
間
保
存
す
る
。

受
入
試
験

�１
試
験
の
条
件
と
時
期

モ
ニ
タ
品
質
管
理
者
は
、
受
入
試
験
を
実
施
し
、

受
入
試
験
結
果
報
告
書
を
作
成
す
る
。
表
示
シ
ス
テ

ム
の
検
査
デ
ー
タ
の
再
現
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
納
入
メ
ー
カ
が
添
付
す
る
表
示
シ
ス
テ
ム
の

「
出
荷
試
験
報
告
書
」
の
内
容
を
、
モ
ニ
タ
品
質
管

理
者
が
確
認
・
承
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
入
試
験

表３ 不変性試験の確認項目と判定基準

１．使用日ごとに使用前に確認する項目と判定基準

確認項目

計算式

２．CRTモニタは３カ月毎に、液晶モニタは６カ月または１年毎に確認する項目と判定基準

確認項目

計算式

フリッカー

クロストーク

ビデオアーチファクト

カラーアーチファク

ト：CRTのみ

１８ポイント測定のκδ

Lmax

｛（Lmaxn-Lmax０）÷

Lmax０｝×１００

｛（Lmax１－Lmax２）

÷Lmax２｝×１００

Lmax÷Lmin

（lux）

※ ［ ］はTG１８テストパターンを表示できないときの代替テスト方法を示す。（Cxパター

ンの評価は行わない）

※ Lmax、Lmin については試験項目ごとに異なった意味を持っている。詳細については

JESRA規格を参照すること。

判定基準

グレード２

１６（１１）段階のパッチの

輝度差が明瞭に判別でき

ること。

５％９５％パッチが見える

こと。

基準臨床画像の判定箇所

が問題なく見えること２。

判定基準

グレード２

１６（１１）段階のパッチの

輝度差が明瞭に判別でき

ること。

５％９５％パッチが見える

こと。

基準臨床画像の判定箇所

が問題なく見えること４。

滑らかな単調連続表示で

あること。

画面全体が確認できて直

線性が保たれているこ

と。

X/Yのアスペクト比が

適切なこと。

０≦Cx≦４

ナイキストラインが見え

ること。

アーチファクトが確認で

きないこと。

著しい非一様性がないこと。

≦±３０％

≧１００cd/m２

輝度偏差≦±１０％

マルチモニタ間≦１０％

≧１００

グレード１

グレード１

≦±１５％

≧１７０cd/m２

≧２５０

テストパターン

測定器

TG１８-QC

［SMPTE］

基準臨床画像

テストパターン

測定器

TG１８-QC

［SMPTE］

基準臨床画像

TG１８-QC

［８bit 以上のグ

レースケール］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-UNL８０

［全白］

TG１８-QC

［SMPTE］

TG１８-UNL８０

［全白］

TG１８-LN

［代替パターン］

輝度計

分 類

全体評価

分 類

全体評価

グレースケール

幾何学的歪み：

CRTのみ

解像度：

CRTのみ

アーチファクト

輝度均一性

コントラスト応答

最大輝度

輝度比

照度（参考値）

判定

方法

目視

判定

方法

目視

測定
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に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
影
環
境
に
よ
る
バ
ラ

ツ
キ
を
防
ぎ
、
試
験
結
果
の
再
現
性
を
保
つ
た
め
、

医
療
機
関
で
の
受
入
試
験
と
納
入
メ
ー
カ
の
出
荷
試

験
は
、
外
部
光
を
含
ま
な
い
状
態
で
評
価
す
る
。

�２
確
認
項
目
と
判
定
基
準

一
覧
表
を
表
２
に
示
す
。

�３
試
験
結
果
の
保
存

受
入
試
験
結
果
報
告
書
は
不
変
性
試
験
を
行
っ
て

い
る
期
間
保
存
す
る
。

不
変
性
試
験

�１
不
変
性
試
験
の
条
件
と
時
期

不
変
性
試
験
は
モ
ニ
タ
品
質
管
理
者
の
責
任
で
実

施
す
る
。
不
変
性
試
験
の
目
視
試
験
は
、
通
常
の
照

明
下
で
行
う
。
測
定
は
読
影
環
境
に
よ
る
バ
ラ
ツ
キ

を
防
ぎ
結
果
の
再
現
性
を
保
つ
た
め
、
外
部
光
を
含

ま
な
い
状
態
で
実
施
す
る
。

不
変
性
試
験
は
３
項
目
で
構
成
さ
れ
る
。

�１
基
準
値
作
成‥

表
示
シ
ス
テ
ム
の
設
置
後
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
、
医
療
機
関
で
実
際
に
使
用
さ
れ

る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
と
輝
度
計
（
ま
た
は
相
関
を

取
っ
た
輝
度
計
）
を
用
い
て
不
変
性
試
験
の
初
期
値

を
測
定
す
る
。

�２
使
用
日
ご
と
の
全
体
評
価
試
験‥

使
用
日
ご
と
に

行
う
全
体
評
価
試
験
は
、
モ
ニ
タ
品
質
管
理
者
の
指

名
し
た
使
用
者
が
、
表
示
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
事

前
準
備
と
し
て
実
際
の
読
影
照
明
下
で
行
う
。

�３
定
期
的
に
行
う
試
験‥

定
期
間
隔
で
行
う
不
変
性

試
験
は
、
基
準
値
作
成
の
時
と
で
き
る
だ
け
同
じ
環

境
下
で
行
う
。
ま
た
、
試
験
間
隔
は
少
な
く
と
も
Ｃ

Ｒ
Ｔ
は
３
カ
月
ご
と
、
液
晶
は
６
カ
月
ご
と
と
す

る
。
た
だ
し
輝
度
安
定
化
回
路
を
装
備
し
て
い
る
液

晶
の
試
験
間
隔
は
１
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�２
確
認
項
目
と
判
定
基
準

一
覧
表
を
表
３
に
示
す
。

�３
不
合
格
時
の
処
置

不
合
格
に
な
っ
た
場
合
は
、
再
度
試
験
を
行
い
、

再
試
験
を
行
っ
て
も
判
定
基
準
に
入
ら
な
い
場
合

は
、
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
再
度
試
験

を
行
う
。
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
も
判

定
基
準
に
入
ら
な
い
場
合
は
、
モ
ニ
タ
品
質
管
理
者

に
連
絡
し
て
し
か
る
べ
き
処
置
を
と
る
。

�４
試
験
結
果
の
保
存

不
変
性
試
験
の
結
果
は
不
変
性
試
験
結
果
報
告
書

に
記
述
し
、
最
終
の
不
変
性
試
験
か
ら
３
年
間
保
存

す
る
。

読
影
精
度
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て

欧
米
諸
国
で
急
拡
大
し
て
い
る
医
療
の
効
率
化
手

段
と
し
て
の
モ
ニ
タ
診
断
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で
も

広
が
り
始
め
て
い
る
。
医
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
は

急
務
で
あ
り
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
多
く
の
医
療

機
関
で
参
照
さ
れ
、
医
用
モ
ニ
タ
の
品
質
管
理
活
動

を
通
じ
て
読
影
精
度
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

最
後
に
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
に
当
た

り
、
多
大
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
本
医
学
放
射
線

学
会
と
日
本
放
射
線
技
術
学
会
の
先
生
方
に
お
礼
申

し
上
げ
る
。
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